
 

 

中
・
高
校
生
が
青
少
年
活
動

事
業
や
学
校
支
援
本
部
事
業
な

ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 

 

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
、
他
人
に
共
感
す
る
こ
と
や

自
分
が
大
切
な
存
在
で
あ
る
こ

と
、
社
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
、
思
い
や
り
の
心
や

規
範
意
識
を
育
む
こ
と
を
目
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
は
、
市
民
の
つ
ど

い
や
成
人
式
な
ど
の
受
付
、
本

の
読
み
聞
か
せ
や
公
民
館
ま
つ

り
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
小
学
校
の
通
学
合
宿
の

運
営
に
も
活
動
の
幅
を
広
げ
て

い
ま
す
。 

   

萩
間
小
学
校
の
通
学
合
宿
で

は
、
相
良
中
学
校
と
相
良
高
校

の
生
徒
約
2０
名
が
、
最
終
日
に

行
わ
れ
た
「
火
起
こ
し
体
験
」

「
流
し
そ
う
め
ん
」
な
ど
の
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
流

し
そ
う
め
ん
」
で
は
、
器
・
箸

づ
く
り
を
補
助
し
た
り
、
そ
う

め
ん
の
準
備
を
し
た
り
と
大
活

躍
で
し
た
。
高
校
生
は
、
早
朝

６
時
半
か
ら
朝
食
づ
く
り
に
も

参
加
し
ま
し
た
。
児
童
や
大
人
と

の
会
話
も
弾
み
、
と
て
も
和
や
か

で
楽
し
い
活
動
が
で
き
ま
し
た
。 

                 

相
良
小
学
校
の
通
学
合
宿
は
、

相
良
高
校
の
盈
進
館
を
宿
泊
施

設
に
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
生
徒

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、「
理

科
学
習
」
や
「
カ
レ
ー
づ
く
り
」

な
ど
の
運
営
に
協
力
を
し
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た

高
校
生
は
、
『
小
学
生
が
慣
れ
な

い
手
つ
き
な
が
ら
も
、
一
生
懸
命

カ
レ
ー
を
一
緒
に
作
っ
て
く
れ

て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
し
、
美

味
し
か
っ
た
。』
と
話
し
ま
し
た
。

下
校
後
は
一
緒
に
勉
強
し
た
り

遊
び
な
が
ら
、
家
庭
を
離
れ
た
環

境
で
生
活
す
る
小
学
生
を
、
優

し
く
温
か
く
見
守
り
応
援
し
て

く
れ
ま
し
た
。 
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－ 

ま き の は ら 

 

支
え
る
仕
事
に
自
ら
進
ん
で

取
り
組
ん
で
い
る
姿
は
、
通
学

合
宿
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

全
員
を
元
気
づ
け
ま
し
た
。 

 

今
後
も
多
く
の
中
学
生
・
高

校
生
が
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
し
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

  

【萩間小通学合宿の様子】 

【相良小通学合宿の様子】 



イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

 

 

新たなる出会い!! 
 

10

0 

 牧之原市教育委員会では、公民館を拠点とし

た生涯学習および地域活動を目的に、60 歳前後

からの方を対象に万年青大学を開設していま

す。年間７回ほどの学習会が開かれ、生涯にわ

たり学習することの大切さや楽しさを学んでい

ます。 

－一幡神社の御榊神事－ 
     いちまんじんじゃのおさかきしんじ  (県指定文化財) 

菅ヶ谷の一幡神社には、古来から神事に奉仕する 28

戸の名があり、毎年２月上旬に、年番を務める｢本名｣

や｢相名｣、｢名連れ｣によって御榊神事が行われます。

文化財の紹介 

一幡神社は平安後期

に勧進されたといわ

れ、御榊様の御神体

はアラレ 1,000 個の

栄登餅をすだれに巻

いたもので、これを

御仮屋に 1 年間祀り

ます。（文化振興課） 

 本校では、鈴木梅太郎博士の偉大な功績・志に学び、毎年 12 月

の第２土曜日に｢梅っ子ビタミンフェスタ in 地頭方｣を開催してい

ます。 

 地域の方が関わってくれるようになり今年で３年目になります。 

 昨年は、午前中、１年生が昔の遊び、２年生は工夫したおもちゃ、

３年生はお茶の秘密、４年生は福祉学習、５年生は米づくり一年、

６年生は未来の地頭方について発表しました。 

 午後は、地頭方地区の各区長さんをはじめ、地頭方地区協議会の

主催で運営され、地域のおじいさん、おばあさんにあやとりの仕方

 ｢梅っ子ビタミンフェス

タ in 地頭方｣は、午前と午

後の二部構成で行い、午前

中は、子どもたちが総合的

な学習の時間や生活科で調

べたり作ったりしたものを

発表し、午後は、地域の方

が企画運営をして、子ども

たちと地域の方が関わる活

動を行います。 

を教えてもらったり、折り紙

のかぶとの作り方を教えて

もらったりして、地域の皆さ

んと関わりながら楽しく活

動することができました。 

 子どもたちは、今年の発表

を楽しみにしていることは

もちろん、午後の活動で地域

の方と交流できることをと

ても楽しみにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習したことを発表する児童】 

【かぶとの作り方を教わる】 

 ９月には合同の学習会が開かれ、“音楽を楽

しもう！”と題し、長唄三味線と都々逸そして

ピアノとエレクトーンの演奏や声楽を楽しみ

ました。 

 受講生から、「普段接する機会がないため、

生演奏で聞くことができ良かった」「聞き惚れ

てしまった」などの声が聞かれました。 

 今後も高齢者の目線に合わせた学習内容を

受講生のニーズを取り入れながら実施してい

きます。 

牧之原市教育委員会では、鈴木弘子委員が 11 月 15日に任期満了

となりましたが、再任をされ平成 27 年 11月 15 日まで継続となりま

した。 

また、牧之原市菊川市学校組合教育委員会では、八木儀一教育長

及び林重由委員が９月 30日に任期満了となりましたが、再任をされ

平成 27 年９月 30日まで継続となりました。 

11月末現在の委員の構成は以下のとおりです。  （教育総務課） 

「理科って面白い！」体験学習教室 
チャーリー西村氏による「まきのはら サイエンスショー」 

【牧之原市教育委員会】 

 

  

 
 野球  

「榛原地区大会」 
 ２位 相良中学校  
 
 ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ  

「榛原地区大会」 
 ２位 榛原中学校  
「小笠地区大会」 
 優勝 御前崎中学校 
 
 

 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ(女子)  

「榛原地区大会」 
 優勝 牧之原中学校 
 ２位 榛原中学校 
 

 ｿﾌﾄﾃﾆｽ(男子)  

「榛原地区大会」 
〈団体〉 
 優勝 榛原中学校 
〈個人〉 
 ２位 名波・児玉ペア 

   （相良中） 
「小笠地区大会」 
〈個人〉 

  優勝 松本・曽根ペア 
    （御前崎中） 
 
 

 ｿﾌﾄﾃﾆｽ(女子)  

「榛原地区大会」 
〈団体〉 

  ２位 榛原中学校 
 

 
 剣道(男子)  

「榛原地区大会」 
〈団体〉 
 ２位 牧之原中学校 
〈個人〉 
 優勝 河村  亮（榛原中） 
 ２位 河原崎 卓（牧之原中） 
「小笠地区大会」 
〈団体〉 
 優勝 御前崎中学校 
〈個人〉 
 優勝 沖本 大河（御前崎中） 
 ２位 小杉 拓巳（御前崎中） 
 
 
 剣道(女子)  

「榛原地区大会」 
〈団体〉 
 優勝 相良中学校 
 ２位 榛原中学校 
〈個人〉  
 優勝 影山 彩乃（相良中） 
 ２位 徳原 有紀（相良中） 
「小笠地区大会」 
〈団体〉 
 ２位 御前崎中学校 
〈個人〉 
 優勝 水野なな子（御前崎中） 
 ２位 鈴木 愛美（御前崎中） 

 卓球(男子)  

「榛原地区大会」 
〈団体〉 
 優勝 榛原中学校 
 ２位 相良中学校 
〈個人〉 
 優勝 杉本 亮太（榛原中） 
 ２位 松浦諒太朗（榛原中） 
 
 卓球(女子)  

「榛原地区大会」 
〈団体〉 
 優勝 榛原中学校 
 ２位 相良中学校 
〈個人〉 
 優勝 竹市 晴香（相良中） 
 ２位 鈴木 伶奈（榛原中） 
  
 
 
 
 陸上  

「中部新人大会」 
800m 
 ２位 宇田 匠吾（榛原中） 
 
 

※市内及び学校組合の優勝・２位を掲載 

【学校組合教育委員会】 

 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ(男子)  

「榛原地区大会」 
 ２位 相良中学校 

 

 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ(女子)  

「榛原地区大会」 
 ２位 榛原中学校 
 

 
 サッカー(男子)  

「榛原地区大会」 
 ２位 相良中学校 
「小笠地区大会」 
 優勝 御前崎中学校 
 

 柔道  

「榛原地区大会」 
〈団体〉        〈個人〉 
優勝 榛原中学校   １年 
   優勝 中島 康裕（榛原中） 
   ２位 伊藤 紅葉（相良中） 
             ２年 
   優勝 石川 弥明（榛原中） 
   ２位 野本 大喜（榛原中） 

委員長 鈴木干城 

委員長 

職 務 
代理者 

大石幸雄 

委 員 鈴木弘子 

委 員 澤田 衛 

教育長 八木儀一 

 

 弓道  

「しずおかスポーツフェスティバル」 
 〈団体〉 
 優勝 御前崎中Aﾁｰﾑ 
 〈個人〉 
 ２位 清水 想太（御前崎中） 

 テレビ等で大活躍の「米村でんじろう先生」の１番弟子、「チャーリー西村」氏による理科実験
教室が開催されます。実験内容は小学生を対象とした内容になっていますが、ご家族や大人の方
でも楽しめる内容です。チケットの販売については以下のとおりです。 

（ただし、託児サービスはありませんので、他のお客様のご迷惑にならないようご配慮ください。） 

◆開催日時：平成 24年１月 14日(土) 午後１時 30分～(約 90分間) 

◆開催場所：相良総合センター『い～ら』 

【チケットの販売について】 

★販売場所･･市役所相良庁舎３階(教育総務課)、『い～ら』、榛原文化センター 

★販売期間･･平成 23年 12月 21日(水)から平成 24年１月 13日(金)までの、 

午前８時 30分から午後５時まで 

    ※ ただし、土日祝日及び 12月 28日～１月３日を除きます。 

★チケット代金･･３００円（年齢問わず入場者全員） 

<お問合せ> 山﨑こども教育振興財団事務局(牧之原市教育総務課内) (電話)0548-53-2642 

委員長 源間藤代 

委員長 

職 務 
代理者 

髙塚朋子 

委 員 林 重由 

委 員 森 順子 

教育長 八木儀一 

 

【
生
演
奏
を
聴
講
す
る
様
子
】 

【チャーリー西村氏】 



 

市内の小･中学校、幼稚園･保育園の『じまん』

を毎号、紹介していきます。お楽しみに！ 

【｢感謝の心大切に｣ 昭和 28 年から続く伝統の園行事！】 

【｢明るく伸び伸び｣23 年度園庭芝生化～夏も冬も緑の芝生！】 
榛原ふたば幼稚園 

〈編集後記〉 

  教室で机にすわって勉強することはとても大切な｢学び｣です。でも、部活動、ボランティア活動や課外活動な

ど、小学生、中学生、高校生、そして大人の方々の活動を知り、｢学び｣はもっと多様なものであることに気付かさ

れます。素敵な｢学び｣を続けてください。 

教育委員会だより編集委員会           〒421－0592  牧之原市相良275 

電話：53－2642  FAX：53－2657         E-mail：kyoiku@city.makinohara.shizuoka.jp 

★ご意見・ご感想はこちらまでお寄せください 

題字：鈴木干城教育委員長 

 

野山を駆け巡って探検したり、木登

りをしたり、季節ごとに採れる旬の味

を自然から頂いて食べたり…すすき幼

稚園では、昔は当たり前だった"自然と

親しむあそび"を簡単に楽しみながら、

園児の豊かな人格とたくましい体を育

んでいます。 

幼稚園の裏山は幼稚園専用に山全体

がアスレチックになっていて、ツリー

ハウスやブランコ、ハイキングコース

を設置しています。ハイキングコース

の頂上付近(海抜 50m)では富士山や牧

之原市街地、駿河湾を見渡すことがで

き、自分たちの住む街の雄大さを感じ

ることが可能です。行き帰りの道で

は、ロープで斜面を登り降りしたり小

さな一本橋を渡ったりしながら手軽な

登山体験を積んでいます。 

里山指導員の先生と一緒に行う｢わく
わくワールド｣では、保護者の方と一緒
にダッヂオーブン(鉄なべ)を使って、
山で採れた山菜・筍・栗等を料理し、
スーパーで並んでいるものだけが食べ
物ではないことを実体験として学んで

います。楽しみながらの食育活動に子
どもも大人も笑顔がいっぱいです。 

また、登山道は遊ぶだけではなく毎

朝のマラソンコースにもなっていて、

悪路走破や傾斜地走行によって筋肉や

平衡感覚をバランスよく形成し、肺格

を大きくする事によって運動能力を格

段に高めます。 

すすき幼稚園の子どもたちは、里山

の豊かな自然を五感全体で感じなが

ら、たくましく育っています。 

～ 祝日には国旗を揚げましょう ～ 

すすき幼稚園 【 里山がくれる豊かな体験 】 

 １年間には国民の祝日が 15 日ありま
す。それぞれの祝日の意味を子どもに理
解させるのは難しいことですが、勤労感
謝の日は身近なこととして、大切に知ら
せてあげたいと考えています。 
 日ごろ自分たちの周りでどんな仕事を
している人がいるのかを考え、その人た
ちに感謝の気持ちが持てるようにしたい
と思います。 
 一方で私たちの郷土・静岡県は、気候
風土に恵まれてお米や野菜、果物、魚介
など、物が豊かですが、これは天地の恵

みと人の労働のおかげです。幼いながら
もこのことに気がついて、感謝の心が育
つように願っています！ ※榛原ふたば
幼稚園では、創立の翌年、昭和 28 年
(1953 年)から継続して勤労感謝の集いと
勤労感謝訪問を行っています。～感謝の

気持ち・ありがとうの気持ち大切に～ 
 

今日も通りがかりの自転車の人が自
転車から降りて、芝生が綺麗になった
ネと笑顔で声掛けしてくれ、幼稚園の
菜園も"大根も元気いいね"としばし見
つめて、立ち去って行きました。この
ごろ良く見る光景です。 
榛原ふたば幼稚園では年間を通して

の野菜作り、シンボルツリーのイチョ
ウを始め、桜など四季折々の樹木や子
どもたちが育てる花々など自然環境が
とても豊かです！そして、そこに加え
たのがなんと 500 平米もの広～い芝生

の園庭です！ 
12 月を迎えてもみどりイキイキの芝

生の上で、思わず裸足になって思いっ
切り遊ぶ子どもたち。榛原ふたば幼稚
園は、伝統的園行事も継続し、一方で
恵まれた自然環境を最大に生かし、子

どもたちの心身の更なる発達を、教職
員一同楽しく見守ってまいります。 

【 アスレチックで体を鍛える 】 

【 山で採れた食べ物を食す 】 

【 勤労感謝の集い…恵みに感謝 】 

【 明るく伸び伸び遊ぶ…芝生ひろば 】 




